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「楽師王」と「楽師伯」

一後期中世・近世ドイツにおける楽師の支配構造一（2)

上 尾信也

山王力、伯か親方か

a ＜宮廷の楽師に与えられた称号としての楽師主〉 前章でも触れたよ

うに最初に史料に現われる楽師王は，宮廷に仕える楽師に与えられた称

号としての楽師王である。宮廷人であったトノレパドゥーノレ， トノレヴェー

ノレに仕えるものとして， 12世紀には早くもフランスでは王侯の宮廷に

ジョングノレールという呼称で楽師は現われはじめる。まずは，そのジョ

ングノレーノレに楽師王の称号が与えられたのである。その最も早い例は，

1175年フ。ロヴアンス地方ボーケーノレの楽師玉ギョーム・ミタの記録であ

る。聞 ミタには楽師王の証しとして，主君のウルゲノレ伯爵夫人から

40000ソリドゥスに値する冠を贈られたという記録も残っている。t叫 王

家ヴァロワ家ではフィリ yプ・ノレ・ベノレ（12681314）が， 1295/96年に

宮廷楽師ジャン・シャノレミヨンをトロワの楽師王に任命している。問

さらにこのような例は，フランス王家と関係のi来いプランタジュネ y

ト朝イングランドの王家にも波及する。 1291年の記録では，エドワード

1世妃エレオノーノレ（1246-90）がシャンパーニュ出身の楽師の王に，高

価な杯を贈っている。間またエドワード l世 (12291307）自身も1306

年に7人の楽師王を任命している。剛

このような初期の楽師王は，王侯貴族がその宮廷に仕える楽師に対し

てのある種の栄誉もしくは褒賞として与えた称号であり，後の楽師の王

国にみるような「楽師レーエン」を伴った実質的な役職て”はなかった

( [(a）：タイプ］）。しかし，この栄誉ある称号は，後の楽師王にとって，
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自らを正統化・権威化する象徴的な記号となったことは推測できょう。

b ＜広域の「楽師レーエン」としての楽師王〉 本論で問題とするドイ

ツ地域に「楽師王」の記録が出現するのは， 14世紀に入ってからであるロ

これ以降の楽師主の記録は，特に中部ラインから上部ライン地方にかけ

て現われる。これら楽師王は，「楽師の王国」といわれる「楽師レーエ

ン」を上部権力（領主やその代理者としてのフォークト）から授与され，

王国の下部品邸哉として「兄弟団」化された楽師の団体を通して，維持し

ている。この場合，楽師レーエンを授与された楽師王は，その領域，つ

まり「楽師の王国」における楽師・放浪者の芸能営業活動に関するすべ

ての監督権（人的側面）を持ち，楽師たちの収入などに関しての裁量権

（物的側面）を持つので忌ある。ここにおいて，楽師レーエンを付与される

形での，楽師の実質的な支配構造としての楽師王が出現する。以下で

は，これら楽師主のいくつかの例を取り上げることとする。

(!) 皇帝カーノレ4世のフィドノレ王ヨハンネス

1355年にルクセンプノレク家の皇帝カーノレ4世（在位134778）はマイ

ンツに宮廷を置き，豪華な安を催すため数多くの楽師を参集させた。そ

の際「最高の楽師ヨハンネスJを「全神聖帝国における全ヒストリオの

王Jに任命した。楽師主ヨハンネスに与えられた任務と報酬は，まず放

浪者を法のもとに従わせ，彼すなわち「放浪者の王jに服従せしめるこ

とであった。その尽力に対して楽師主は，受領した祝儀すべての自由裁

量権を与えられた。このことは，楽師を含む放浪者の主たる収入i原が，

一時的に差し押えられるということで忌あった。

しかし全神聖ロー7帝国の楽師王とはいえ，彼が神聖ロー7帝国内の

すべての楽師王国を訪れることは不可能であり，またその領域もたった

ひとりの人間の力でh規律を徹底させるには多くの難聞を抱えているほど

広大で与あった。さらに，皇帝カーノレ4世の側も，新たな金印勅書（1356

年）によって，領邦諸侯の勢力は増大し自らの領地で皇帝の役人を承認

せず，保護下に置くほどになっていた。そのため実際に楽師王ヨハンネ
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スの権威は，「神聖帝国」下ではノレクセンプノレク家領のみでしか通用し

なかった。つまり実際は，楽師王という王位とレーエンを与えられたが

実質的な効力はなく，称号という観念的な名誉の付与しかなされていな

かった。その意味で，楽師王ヨハンネスは，前節の「宮廷の楽師への称

号としての楽師王J／；：も言えよう。岡

(2) 中部ラインの楽師王

断片的な記録ではあるが， 14世紀後半に中部ライン地方では何人かの

楽師主が任命された。例えば7 インツの大司教アドノレフは1385年に，彼

の楽師ブラハトを「ザノレツァの攻城戦 (1366年）の際の栄誉ある働きに

応え」，彼のすべての優先権を保証し，すべての司教領における「放浪者

の王Jに任命したロまた，プラハトは1400年の7 インツ大司教ヨハンネ

スの文書記録にも，楽師主として記されている。岡

また， 1393年頃のプフアノレツ伯Jレフ。レヒト（父）による宮廷楽師ヴェ

ノレンヒア（ヴェノレナー・フォン・アノレツァイ）の楽師王への任命状が残

されている。間両者の例は，［（a）タイプ］「称号としての楽師王」の形

態をとってはいるが，実質的な楽師レーエンを付与したものである。

(3) アルザスの楽師王国

楽師レーエンを持つ楽師主の例として最も顕著なものは，放浪者や楽

師に関する記録も頻繁に現われるアルザスの楽師王国の例である。この

楽師王国に関する史料は15世紀に多量に現われるロそれぞれを詳述する

ことは他の機会に譲り，ここでは簡単にアルザスの楽師王国の支配構造

をみてみたいロ

最初の系統的な史料は， 1400年以降半世紀にわたる楽師王の名前と，

上部権力との関係を示す書簡，任命状，レーエン付与状などの記録であ

る。それによると，アルザスの楽師王国は，「悲しみの聖母」を守護聖人

に裁く楽師兄弟団を下部組織とし，その兄弟団が楽師王を戴いていた。

その楽師王の任命は， 14世紀以来保護領主であるラポノレトシュタイン家

によってなされていた。
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ラボルトシュタイン家の出自は，スポレート公爵家と伝えられ， 13世

紀にはアルザスの領域領主として勃興した。間 1461年頃ラボルトシュ

タイン伯ヴイルヘノレムのパーゼル大司教宛の書簡聞や1481年の皇帝フ

リードリヒ3世 (144093）より「楽師レーエンjを封受した記録剛など

から，同伯家が楽師王の任命者であり，上級裁判権を有し，楽師王国に

対する皇帝のフォークトとしての役割を演じていたことが推測できる。

同伯家をフォークトとし，聖母の兄弟団を通して，実質的に楽師王国

を支配していたのは，楽師主である。記録に残っている楽師主は， 1400

年頃病死したといわれる笛吹きハインツ7 ン・ゲルヴァー，その後1434

年まで楽師王であった楽師へンゼリン，その後任のラッパ奏者ロー

ダー， 1454年頃にはゲオノレク・ホソクが楽師王として存在した。 1456年

以降は，ザンクト・グレゴリエンターノレの修道院長宛の兄弟団の利益を

守る旨の書簡を残したラ yパ奏者イェノレク・パウ7 ンが楽師王であっ

たロ刷彼らの支配した楽師王国の領域，すなわち「悲しみの聖母の楽師

兄弟団」の領域は，時代が下るに従って拡大していった。初期には，

ゥ・ァイラー近郊アルブレヒツタールでの例大祭（年次集会）を行ない，

後ラポルツヴァイラー近郊シュレ y トシュテ y トに移る。例大祭の日，

ドューセ・ンバッハの悲しみの聖母礼拝堂にてミサを挙げる。兄弟団成員

各人が「悲しみの聖母」を刻印した銀製のメダルを携行していた。

その後アルザスの楽師兄弟団は領域を拡大し，南北はハウエンシュタ

インからハーゲナウの森まで，東西はヴァスガウからライン河畔まで，

広範囲なレーエンとなった。そのため楽師王国は管理上3つに区分され

た。すなわち，上部王国は，パーゼノレからオトメーノレスビューノレとコノレ

7 ーノレまでで，集会地はタン。中部王国はコノレ7 ーノレからエフィングま

でで，集会地はラポノレツヴァイラー。下部王国はエフィングからハーゲ

ナウの森までで，集会地はロスハイム，ムーティヒ，ビシュヴァイラー

であった。これがこの楽師王国の最大版図といえよう。

さらにこの「悲しみの聖母の楽師兄弟団」が， 1494年， 1533年， 1606
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年， 1718年の4回にわたり残した規約も，重要な史料である。岡そこに

は先にあげた支配構造を裏付ける，二，三の条項が記されている。すな

わち，規約では「王jと領主が区別され（第10粂他人間 さらに楽師王に

よって裁かれる楽師法廷の上級裁判権を領主が有している（第21条）。【叫

問題提起として引用した「楽師集会・楽師法廷」に関しては，楽師同士

のもめごとと職業上の問題，規約違反は「壬」と楽師法廷の所管に属す

ることとし（第20,23粂） ' （飼 さらに楽師法廷の上級裁判権を領主に持

たせている（第21,26条）。岡領主は15世紀にはラポノレトシュタイン家

であったが，その後上訴は1501年に皇帝7 クシミリアン 1世によってコ

ノレ7 ーノレに創設された最高法院になされるよう定めている（第24条）聞

ことから，ラポノレトシュタイン家がフォークト職を維持できなかった可

能性もある。

(4) チューリヒの楽師玉

同じく 15世紀における楽師レーエンを持つ楽師王の例には，チューリ

ヒの楽師王ウノレマン・ 7 イヤーと「慈愛の聖母の楽師兄弟団Jが挙げら

れる。この楽師王国の存在は，チューリヒ市によってウノレ？ン・ 7 イ

ヤー聞に付与された1430年3月29日付「レーエン付与状」で明らかであ

る。岡 そこでは，ア7 ノレガウ，プレムガノレテンの高名なフィドル弾きウ

ノレ7 ン・ 7イヤーをスイス地域の楽師王に任命し，様々な特権と承認を

与えている。アルザスと同様，彼は楽師兄弟団を通じて楽師王国を維持

した。問 また， 1407年ザンクトガレン・カントンのウッナッハに「放浪

者，フィドノレ弾き，笛吹き」の兄弟団，自称「聖十字架の兄弟団」として

設立認可状を与えられた楽師兄弟団は，フォークトにトーゲンブノレク伯

爵を裁いていたが，最後の同伯爵の死後，楽師王7 イヤーのチューリヒ

の楽師王国下に置かれた。t川

以上，アルザスの例で顕著なように，広域の f楽師レーエン」として

の楽師王とその王国は，名目上の最上級の支配者には皇帝や王侯，もし

くは都市同盟を裁き，そのフォークトである貴族身分の領主を実質上の
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レーエン付与者として，楽師王国の上部権力としていた。楽師レーエン

を授与された楽師玉は，その王国を楽師兄弟団を通して支配し，また兄

弟団に属さぬ「放浪者」をも支配下におく存在でhあった（ [(b）タイプ］）。

c ＜宮廷職・レーヱンとしての楽師伯〉 以上二つの節で見てきたよう

に，楽師レーエンを授与された楽師主と並んで，楽師・放浪者の監督職

として楽師伯が存在した。楽師伯（芸能伯）は，様々な形態で史料に現

われてくるが，まず王侯によって任命された宮廷職としての例をみてみ

たい（ [( c）タイプ］）。

(I) オーストリアの楽師伯

最初期の楽師兄弟団のひとつに1288年に設立されたとされるヴィーン

の「聖ニコライの楽師兄弟団」がある。聖ミヌフエノレ教会に祭られる聖ニ

コラウスを守護聖人に戴いたこの楽師兄弟団は，楽師伯を長として，そ

の保護下に置かれたとされている。畑 さらに，この兄弟団がオーストリ

ア大公アノレプレヒトによって1354年に認可をうけた際，王室顧問官であ

る貴族身分のベーター・フォン・エーベルスドノレフをフォークト（在職

1354 76）として「オーストリア大公領において全領域の上級楽師伯

（オーバーシュビールグラーフ職）Jに任じ，その下に，おそらく楽師身

分であろう 10人の下級楽師伯が置かれたという記録が残っている。問

その後1777年皇帝ヨーゼフ 2世によって廃止されるまで，この上級楽師

伯職は，エイツインガ一家，プレウナ一家などによって世襲レーエンと

して継承された。

じかし，それ以前からヴイーン市において，楽師・放浪者に対して裁

判権を有す楽師伯が存在した。つまり， 1278年から1296年間に制定され

たヴィーンの都市法によれば，「放浪の者各人」は，「楽師伯の前にひれ

伏さねばならない」という記述が見られる。例つまり，すでにヴィーン

では都市の楽師伯が存在しており，その後オーストリア全土に渡って，

それぞれの地域の楽師伯を統指するより広域な楽師伯が，フォークトと

して楽師とハプスプノレク家の問に介在したのである。
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(2) バイエノレンの楽師伯

ミュンヘンでは1322年の婚礼条令にすでに楽師に対する規定が現われ

るように，早い時期から楽師に対する支配体制カ叩重立していたように思

われる。悶 しかし史料として，その支配体制を裏付けできるのは，

「1464年7月25日付，バイエノレン大公ノレートヴィヒによるミュンヘンの

楽師イ白職任命文書Jが最初の例である。同 それによると，楽町川自にはア

ンドレアスとヤーコプという最長老の宮廷もしくは軍隊ラッパ奏者が任

命されている。これ以降宮廷楽師が同職に任命され，その記録は17世紀

以降系統的に残されている。問 しかし，この楽師身分の楽師伯とバイエ

ノレン選帝侯の聞には，上級監督職として多くの場合テーリング家の出身

の主馬頭長が介在していたが，冊楽師伯は選帝侯家から直接楽師レー

エンという形で，バイエノレンの楽師の支配を委ねられていた。さらに，

楽師伯の下には，細分化された地域的な楽師伯としてフィアテノレ7 イス

ターが存在した。同

このバイエルンの例は，楽師身分（特に宮廷楽師）が領域全体の楽師

伯になり，フィアテノレ7 イスターという下部組織を通して楽師を支配す

る構造であったと考えられる。

d ＜都市の楽店前自〉 都市で活動する楽師・芸人また放浪民を監督する

役職としての楽師伯またはそれに類する役職の記録は，およそ13世紀末

以降現われる。例えば， 1283年のハンブノレクの太鼓奏者ヨハンネスや

1288年ロストックのポザーヌ奏者スタキウスがパン屋ヴアノレターの寡婦

と結婚した記録などは，個人名として楽師が記された例だけに，何らか

の役職を帯ぴた可能性が推測できる。岡都市文書ではほとんどの場合，

楽師伯は者修条令に属する婚礼条令中の記述として現われる。 14世紀以

来都市において婚礼が，楽師や他の芸能者にとって最も実入りのよい，

また機会の多かった営業の場であることは言うまでもない。それゆえ，

婚礼の場を監理することが楽師伯の第ーの職務となったのであるロ

そのような記録をたどってみると，都市の楽師伯はその身分に関して
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2つのタイプに分けられるように思われる。つまり，ツンフト 7 イス

ター（楽師自身による楽師伯職） ([d-1］タイプ）か，市民身分の楽師伯

職への任命（［d-2］タイプ）かである。以下いくつかの例を挙げ，両者を

検討してみたい。

(!) レーゲンスプノレクの楽師伯

南ドイツのレーゲンスプノレクでは， 1320年頃の婚礼粂令に既に楽師伯

への言及がある。 14世紀に至るまでレーゲンスブノレクには数多くの楽師

が居住しており，婚礼や舞踏での楽師の供給を確保するためには，都市

に楽師の永続的な滞在を保証することが必要であった。楽師を供給する

ために，また婚礼条令に基づき，就業した楽師の人数と支払い，舞踏祝

宴の期間を監督するために楽師伯職は設置された。刷

つまり，その職務は楽師に対して時宜に適した公示を，法令に則って

厳守させることであった。法令に対しての意識的な違反の際には，都市

からの追放刑といった厳罰が課せられた。また逆に，楽師伯にとって楽

師の需要に応じて，楽師を提供することも重大な職務であった。このこ

とは「楽師伯職に就くものは，婚礼の際に12人以下の楽師を提供せねば

ならない。さらに，当市に一年以上居住するか公に仕えなければならな

い」聞などの条文からも窺える。しかし，この時期のレーゲンスブノレク

では，この職に楽師身分の者が登用されていたのか，または市民が任用

されていたのかは明らかではない。

(2) イーベノレのシモン親方

1313年フランドルのイーベノレ市の会計文書によると，当市の楽師の長

であるヴィエーノレ弾きのシモン親方による「楽師の学校（楽師集会）」闘

の開催に際しての，報酬支払いの記録が残されている。刷 「楽師の学

校」に関しては稿を改め詳述することとするが，ここでは，フランドル

地方を中心に，この時期14世紀から15世紀前半にかけて開催された「楽

師の学校（楽師集会）」において幾多の「楽師王jが参集したという記録

を紹介するに留めたい。 1330年にトウールネにおいて31人の楽師王が楽
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師祭（楽師の学校）のために参集したという記録が残されている。聞 こ

のことからいくつかの推測カヲ干されるならば， トゥーノレネに参集した楽

師王とは，前節でみた王侯によって宮廷の楽師に授けられた称号をもっ

宮廷楽師か，楽師玉を裁く楽師兄弟団の長が参集したのか，また「親方」

もしくは「都市の楽師（楽器の名称てゆ乎ばれることもある）Jとして記さ

れる都市の楽師親方のいずれを指すのであろうか。以上三様の実態を持

つ個々の楽師を，とりあえずは「楽師王」と一様に表記した可能性も否

めないが，ここでは史料不足につき推測の域を出ないロ

とはいえ，さしあたりここではシモン親方の役割について考えてみる

こととするロイーベノレ市の会計文書では，シモン親方に「イーベノレ大市

の期間中彼の字校を開催し，クノレトワジーを以て，彼らの仲間を指導す

るにあたって，すなわち10リプラ（の報酬を与える） J聞とあり，また彼

は「都市から給与を得ている長j問という言及もある。つまり，シモン親

方はイーベノレの楽師を監督する何らかの職務を帯ぴていたと考えられ

る。しかし，トウールネの例でも述べたように，彼が楽師兄弟団の長で

あるか，後のシュタットプファイ 7アーのような都市の楽師職であるか

は不確かである。

(3) デユースプノレクのヴイノレハム親方

さらに1356年度から1394年度にかけて，デユースブノレクの都市会計文

書中に詳細に残されている楽師のヴィノレハム親方に関する記録は，貴重

ないくつかの示唆を与えてくれる。剛 ここでの主な関心は，ヴイノレハム

親方の職務に関してであるロすなわち，「ヒストリオ（語りべ・楽師）」

と呼ばれていたヴイノレハムは， 1368/69年に「親方」の称号を得る。醐

それまでに楽師の学校に関しての5回の，その後4回の支出項目が記さ

れている。剛 しかし，都市による周定給をうけたという証左は見当らな

い。この楽師の学校（集会）に対しての絶え間ない援助と固定給の欠落，

そして婚礼の際の彼とその仲間に対しての報酬支払いの記録聞は，彼が

後のシュタットプファイファー（都市楽師職）同様の都市の公職ではな
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〈，婚礼などの楽師の営業に関して何らかの指導的立場を持つ存在で

あったことを示唆している。

(4）ケーユヒスベルクのハウプト7 ン

ケーニヒスベノレクで1350年頃成立したと思われる fメーヴェの楽師の

提」（21条項）によると.＇~＇楽師の仲間団体もしくは兄弟団がこの時期

存在していたことがわかる。棚上述の記録はその規約であり，そこには

楽師と都市公権力の関係についての興味深い記述が残されている。つま

り，この兄弟団に対して，上級の審判人・監督者として「ハウプト 7 ン

（楽師長） huopmanneJが市参事会により設置される。その者は「その

集団からの罰金が与えられる」。彼は市参事会に属し，楽師聞に引き起

こった誇いすべてに「言い分に応じて罪Jを決め，市参事会命令の遵守

を監督する。さらに兄弟団をつかさどる「長老」を推挙するという職務

を帯ぴた。剛名称こそ違え，ここでは，市参事会に任命された監督職

（すなわち楽師伯，ここではハウプト7 ン）が，楽師の団体（楽師兄弟

団）を通して楽師を監督するという，都市における楽師の支配構造の典

型が描けるのである。

(5）ハンブルクの菓子職人による楽師伯

ハンブノレクにおける最初の楽師に関する法令は， 1301年から1306年に

かけて成立したとされる『赤い都市法集』中の婚礼条令に見られる。岡

しかし，それらの婚礼条令などの監視を行なっていたと思われる楽師伯

に関する言及は15世紀中葉を待たねばならない。

それは1462年に「菓子職人ハインリヒへ，楽人（ミムス）と笛吹き

（フィスラトーレス）を監督する費用として」， 1ライヒスターラーか支

払われたという記録である。聞これは楽師身分でない市の御用菜子製

造業者が，楽師の監督人として毎年固定給を与えられていた記録であ

り，またこの監督人（楽師伯）は，婚礼と同じく新たな楽師の雇用に関

しでも尽力を義務付けられていた。閉 さらに， 1464年の年次会計簿に

は，幾度も（上述の）「菓子職人ハインリヒに対する，笛吹きの都市主催
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の行事へのまた業（監督）についての10シリングの報酬jという記述が見

受けられることから，岡ハンブルクでは楽師伯職に菓子職人が登用さ

れていたことがわかる。

市民の同職への任命に関しては時代は下るが， 1686年には市参事会の

懸念にもかかわらず，この職は支払い能力のある市民の要望にこたえて

売買されたという記録が残っている。そのため18世紀中葉には，楽師伯

職になるには「ヴェ yテ書記職［同業組合監督官JJの同意を必要とする

ようになった。醐

また，菓子職人が楽師伯に任用されていた例は他の都市にも見られ

る。例えば，プレーメンにおいて1303年から1308年にかけて成主した都

市法中の婚礼条令に次のような一文がある。「8人かそれ以下の楽師で

婚礼や結婚宴会を賑やかにやろうとする市民は何人も，楽師に先んずる

者である菓子職人にその旨を求めるべきであるJ，剛 これは菓子職人に

よる監督職としての楽師伯を示している。さらにヒノレデスハイムの1428

年と 1440年の都市文書の記述も，楽師と菜子職人の関係を示してい

る。凹＂

なぜ，菓子職人が，楽師さらには放浪者を監督する楽師伯に任用され

たかについては明らかではない。しかし，この時代楽師が未だ賎民，放

浪者であると見倣される存在であったことや， 14世紀から15世紀にかけ

ての職人の遍歴運動などと絡めて様々な推測ができょう。パン職人や菓

子職人は最も遍歴しやすい，移動性の高い職種であったことも何らかの

意味を持つかもしれない。醐

(6) リューベァクの市民と楽師による楽師伯

楽師伯に関して最も貴重な示唆を与えてくれるのは，リューベ、ノクに

おける同職に関する記録である。 14世紀初頭以来， 1454年， 1467年，

1612年などに何度も制定された者修条令やその細分化された規定である

婚礼条令，さらにはもっと細分化された規定としての楽師条令や楽師伯

粂令（1771年にさらには楽師伯職への志願状（1679年）など，この研究
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分野には希なほど少なからぬ史料が残されている。四 そこには様々な

局面における都市の楽師の支配構造が摘かれ，その構図の核となる楽師

伯の様々な形態が窺えるのである。

以上の史料を見てみると，リューベyクでは1316年以来「楽師・芸人

伯 comesjoculatorum」が任命され，市参事会の被雇用者として固定年

給を受領していた。【刷さらに1416年以来「笛吹き伯 comesfistulato-

rum」としてエックハノレト・フォン・オルデンブノレクカ叩在認されるが，

両職は都市内の楽師の監督をある程度委ねられていたと息われる 0＂回

また， 1454年に新たに制定された婚礼粂令・奪修粂令では，最大9人に

婚礼に雇用される楽師の数を制限したこと聞などから，楽師伯が比較

的大きな楽師層を監督していたことが分かる。問

さらに， 1612年に公刊された婚礼粂令は，楽師伯の職務を改革し，

個々の詳細を定めている。畑これは宣誓，任命，教示，職務条項から成

り，特に楽師伯の上部監督職にハンフソレクと同様ヴェッテ職を置いてい

る。ヴエツテ職は，リューベックやハンブルクでは同業組合の監督官と

して市参事会員が務めたが，楽師兄弟団を監督する職でもあった。四

17世紀に入っても楽師伯には，非音楽家身分の市民が任用されるのが普

通で，任命を求めた商人？ヴィッシュ7 ンの志願状が残されている。附

その後18世紀以降は，音楽家が同職に就くようになり，オルガン奏者

や， 1748年にはシュタ y トプファイファーの最長老者が同職を引き継ぐ

慣習となった。これは1771年の楽町川白条令に示されている。〈川 つまり

リューベックにおいては，楽師伯には初期には市民が登用されることが

多〈，主に婚礼条令に基づき楽師を監督した。 17世紀以降は，シュタ y

トプファイファーという公職に任命された楽師が登用されるようになっ

ていくのである。

以上，都市の楽師伯について簡単に述べてきた。すなわち， 14,15世

紀においては，楽師伯には主に市民身分が任用され都市内の芸能・音楽

活動と芸人・楽師，さらには楽師も同類と見倣されていた放浪者を婚礼
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法に基づき監賢していた。また一方では，都市に居住する楽師の親方が

楽師伯という名称ではないが，同様に都市内の楽師を指導する立場に

あった。それが16世紀以降，シュタットプファイファーという特権的な

公職の確立により，次第に都市内における楽師の監督指導は，その職の

特権として彼に委ねられるようになっていくという構図カ吋苗けよう。次

章では， 14,15世紀の楽師の支配構造の図式化を試み，シュタットプ

ファイ 7ァーに代表されるような16世紀以降のその構造変化をいくつか

の局面にわたって考えてみたい。

IV 楽師の支配構造における楽師伯と楽師主

a ＜楽師支配の4つの道〉 以上いくつかの実例を用いて， f楽師主Jと

「楽師伯」そして支配される仰lの楽師の構造を見てきた。ここでは， 14,

15世紀における楽師（放浪者）支配体制のモデノレを示してみたい（図2

参照）。

もちろんそれぞれに例外はあるが，楽師の支配縞造はほぼ4つの方向

に集約できょう。それは前章で実例を分類し挙げた（a)(b) (c) (d）の4つの

節に相当する。つまり，（a）タイプ〈宮廷の楽師に与えられた称号として

の楽師王＞.(b）タイプ〈広域の「楽師レーエンJとしての楽師玉）, (c）タイ

プ〈宮廷職・レーエンとしての楽師伯＞.(d）タイプ〈都市の楽師伯〉で，

(d）タイプはさらに，楽師伯の身分に関してツンフト7 イスター（楽師伯

職的役割を担う楽師親方） ([d-1］タイプ）と，市民身分の楽師伯職への

任命（［d 2］タイプ）のふたつに分けて考えられる。

また（b)(c）は，領主の支配領域全体もしくはその部分に及ぶ広域の支配

体制であり，（d）は個々の都市領域に及ぶ支配体制である。（b）タイプにお

ける楽師主による楽師レーエンとしての支配構造は，特に楽師を楽師兄

弟団に参集させ，楽師主自らその長となって，監督支配する構造である。

(c) (d）タイプの楽師伯を媒介とする構造は，貴族階級・市民階級さらには

楽師そのものから登用された楽師伯によって，いわば上部権力者の代官
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一一→任命・監督・支配関係

> 16世紀以降のその職務への登用干上昇

目・楽師身分によるその集団の構成員

図2：「14,15世紀における楽師の支配体制モデル」

網
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の形で，楽師・放浪者を監督する支配体制である。

つまり，楽師王による支配構造は，楽師自身に対する人的側面と楽師

の活動などに関する物的側面の両面に及ぷ楽師レーエンの授封者として

の楽師王自らの支配体制である。これに対し，楽師伯による支配体制

は，あくまでも婚礼条令や楽師条令などの法令を媒介として，法の監督

者としての楽師伯が，楽師を活動の面において支配する体制であると言

えよう。

彼らの上部権力である王侯や都市は，楽師主に対してひとまず廷臣層

によるフォークトをその監督職に置き，支配の意志疎通の媒介としよう

とした。楽師伯に対しては，上部権力である特に都市は，初期には市民

を登用し，後には「都市の楽師職」という官職をその地位に据えること

で，自らの支配意志を明確にしようとしたのである。

それゆえ，前者には，「玉Jという支配者の称号が相応しく，後者には

「伯」という支配の代理者の称号が相応しい。

b ＜都市における楽師の支配構造の変化〉 14, 15世紀において明らか

になった以上の楽師の支配構造は，特に都市においては，およそ1500年

を境にして変化する。その16,17世紀における都市の楽師の支配体制の

変質は，ー言で言えばフォークト・楽師伯・兄弟団の親方による楽師支

配から，シュタァトプファイファーによる支配の確立といえる。

つまり，図2で点線で示したような楽師層内部での職務の移行・登用

が行なわれる。すなわち，都市の公職であるシュタソトプファイファー

に，塔の番人，夜警職や楽師兄弟団（楽師組合）の親方・長老層，さらに

は兄弟団成員が登用されることによって，都市内ではシュタ y トプファ

イファーを項点とする新たな楽師のヒエラJレキーが形成されるのであ

るロ間 16世紀以降明確化するこの都市内の状況は，いわば楽師の階級

分化と言えよう。同公職としてのシュタットプファイファー職設置の

兆候は16世紀以前にも見られるが，明確な任命・宣誓によってこの職が

確立するのはこの時期からであるロ｛川
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都市における楽師の支配体制は，これにより，非音楽家層であった楽

師伯に楽師自身を登用するようになり，問 また楽師兄弟団（楽師組

合）の親方が果たしていた監督者としての楽師伯的役割が，シュタット

プファイフアーによる楽師伯的役割へと明確に移行するのである。つま

り，楽師自身による楽師支配体制が敷かれ始めたとも言える。それとと

もに，監督支配される側の楽師の団体も，楽師王などを裁く楽師兄弟回

から，兄弟団の名称と内部の組鮒再造はほぼそのままに，シュタ y トプ

ファイファ一団体またはその下部組織的な団体へと変質していくのであ

る0"'° 
このような16世紀の変質は，楽師の領域だけではなく，ヨーロ yパの

民衆文化全体にわたる現象である，＂＇＂民衆文化の改革とも言われるこ

の価値観の転換を述べるに紙面はすでに尽きてしまったが，これは民衆

文化を担った手工業者・農民などの価値観の改革とも考えられよう。ま

た逆に職業史としての楽師の社会史を考え，職人として楽師を見るなら

ば，当然彼らの意識の何らかの改革があったはずである。価値観や意識

の変化を見るに，法制史的な側面からだけでは雑駁なアプローチしかと

りえない。ゆえに，今後の課題として職業としての楽師の全体像にさら

に踏み込むために，小論をひとつの指針として位置付けたい。

（なお，本論文の主旨は， 1989年7月9日，桐朋学園大学短期大学部にて

開催された ICU ギョーム・ド •7ショー・プロジェクト，音楽史研究会

合同シンポジウム「新しい音楽家像ー中・近世ヨーロッパにおける都

市と楽師，ドイツとヨーロッパを中心に」において発表された。）
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｝王

側 Schwab,Die Anfiinge d四 welt/ic/1enBen拍musikertuzmら23.etc. 

GU “Comitis" Sorgest (von Urge!) coronam pretiatem XL millia solodorum 

>bzdemmmt; d.sposuerant emm Guzllelmum M>ta vocar』 Regem super 

hzstnon" umve”（ 

岡 Moser’DieM usikergenossensc/zaften’59L“Joannes dictus Charmillons, juglator, 
cm dommus rex per suas htteras tamquam regem joculatorum in m>tate 

Trecens. mag.stenum iuglatorum quemadmodum suae placeret voluntati 

concesserat”（Du Cange, Stichwort“Joculator＂”） 

G~ “Item, pro un cypho empto cum pede, de auro, et dato per executor" reginae 

cuidam menstrallo regis Campaniae, qui vemt cum Franc>a”Accounts of the 

executors of Eleanor, Queen consort of Edward I, A.D. 1291 (W. Grossmann, 

FrM1mitteleng/isc/ie z，，伊 悶eiz'ber M instre/s (circa 1100 bis circa 14即•）， Diss. 

Berlin, !906, 79.) 

刷 7人の楽師王はそれぞれ「RoyJohan le Waffrer, Roy Robert, Roy Marchis, Roy 

Baisescue, Roy Capenny，“le Roy de Champaigne”， Roy DruetJであり，ジョン

・ル ワフラーとドゥレットは他の文献にも 159人の講師町長としてみられる．

(Grossmann, Fn<hmWeleng/isc/ze Zeugnisse, 781.＇“Solutio facta men.,trallis die 

Pentecostes. Anno XXXI to A.D. 1306”） 

岡 Moser, Die Musikerg，即四日出cha/ten,6lf. 

G~ Ibid., 63. 

間プファルツ伯ルプレヒト（究）が，宮廷楽師ヴェルナーを楽師王に任命した「任命

状」（Mone,Zeitschrift /1'1 G四chic/1/ed回 Oberrheins,IX' 127）によると．「我は。

我が宮廷の従者である嘩師（笛吹き）ヴェルナー フォン・アルツァイを拾が金

額地。傾瞳におけるすべての肱浪者の王と L，会放浪者iに対するすべての命令。

法を委ねるものとする。この者は放浪者の王として，他的肱浪者に対して，裏切

ることなしに，伎の生存期間中は，公正かつ慣習に従い対処すべきであるJ
また。マイン Y選帝侯の楽師王とこのプファルツ選帝侯の楽師王は世襲であった

ようである（Moser,Die M usike唱mossenschaflen,63f.）。

岡 ラポルトシュタイン家的出自とされるスポレート侯爵傾には，詐欺師・肱浪者の

語源といわれるチェルレトー市がある。何らかの関係があるとしたら。非常に象

徴的なことである（本論前編（『社会科学ジャーナル〈国際基督教大学） 28(1）』所

収）注間参問； Mo,.r,Die Musike唱<enos.'<nschaflen,64ff.）。

倒 K Albrecht, ed., Rappoltsleinisches Urkundenbuch 755ト15田 Que/ten wr 

Gιchichte der ehema/igen Herrsc/1a,β Rap，ρa/lstein nn Elsa.<.< (Colmar 1891/ 98), 

Bd. 4, Nr. 704' 269. 

剛 Moser,Die M usikergenoss.沼nschaften,631. 

(61）「シュレシュタ y ト，ストラスプルク，ロ ゼンヴァイラ の楽師兄弟団（アルザ

ス悲しみの聖母の兄弟団IJ円増師王町ラッパ奏者イェルク・パウマンのザンクト
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・グレゴリエンタールの修道院長ハンス ルドルフ宛書簡の概訳は改である。「修

道院にて囚わ札て，塔に投獄し。純潔の聖母の祝日に処刑されるという的車を私

と究わした，あるリュート奏者がおります。かの者は我らの誌に従い裁き，我ら

と捕車も幾分か1瑚わる囚われ人ですが，このことに関して我らとクネヒトの聞で

の約束不履行は為されてはならないのです。なぜなら。かの者はよそ者であり，

平和措置乱者と思われるからであります。私は，ホーヴエンγ ュタインからハーゲ

ナウの森にいたるすべての放浪者の恵みi軍き王として。このようなすべての法に

反した考えであり己れの自由宜志によって生じた不法行為に対して，過度に苦し

むことは放棄しまして．公正に次のことを決心しました。私もこの私の考えを丑

表L，我らの恵み深きラボルトシュタインの領主にこの旨を知らせ。このことを

相談L，我らと我らの法に対しての領主の判断を仰ぐ所存です…J(K. Albcecht, 

ed., Rappo/fsldn"d'" Urkundenbuch 759 1500. Que/fen zur G田chichleder 

ehema/igen Herrschafl Rappoltslein im Els四s(Col mac 1891/ 98), Bι4, Ne. 704• 

269!.; Mosec, Dw M usike噌四回世間chaft問。 64!.)

聞この規約に関しては 2系統の写本が知られている・ Colmac,Acchives 

depactemeotales du Haut Rhinm, Extrnd. de Munich cacton 15, p•ece 

no. 30[ 1494], no. 31 [1533], no. 38[1606王Coll.Heitz 2 )41/ 4 [171ぬ Acchives

municipaux de Ribeauville, [title］“Pieces deposees en l'iinnee 1702 pac !es 

pcepos色sde la Confrfaie des Musiciens de ce lieu＂：，後者に閲しては，蕗持不三

也「楽師たちの社会史 歴史と祝軒町ドゥラマトゥルギ J，『紀要〈和光大学人

文科学部＞ 19J (1984) : 133-50, I後に，同氏 r~：貌の中世』（1986）に再持）参

照．

岡 「〈第10条〉病気ないし領主の命によって例大事に参加できない者は。正式な方法

によってその理由を証さなければ告らない。なお，この場合にでも年金費や食事

代は参加者同様支払うものとするJ
刷 「〈車21条〉従って，楽師たちはその職業上の様々な附題を居住地の裁判所ではな

く，まず第一審たる楽師法廷に訴え，必要とあれば。上訴して領主の裁決を仰ぐ

ことになる。j

岡 「〈第四条〉楽師たちに関わる職業上町問題や規約違反。メンパ一同士のもめごと

すべて「王Jと車師法廷［例大祭に開催刊の所管に属する． 」
「〈草23条〉あらゆる規約違反は楽師法廷の場で「王jによって裁かれ，罪的軽量

に応じて罰金を諜せら札る。この場合，罰金は金銭および蝿燭であるが，後者は

デュザンパツシュのノートル・ダム礼拝堂に捧げられる。違反者はさらに，自ら

の行為によって被害を与えた者に損害賠償の義務を負うJ
剛 「〈草26条〉領主は諸般の事情に鑑みて本規約を変更したリ，制限・補正する権利

を有するJ ；第21粂は注闘参照。

胴 「〈車24粂〉「王」ちしくは出師法廷の裁決に不服のある者は，これを最高法院に訴

えることができる。JI以上町訳は，高持，前掲論文による）

岡 Mosec, Die M usikergeno≪mschaflen, 7lff.•，ウルマン・マイヤ一個人に閲する冊証
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がいくつか伝わっている。例えば。「1417年から 2. 3年後，サヴォイでツ〆フト

設立のための楽師町大規模な集会があった．これまでないほど多くの，トラン

ベット奏者，ツインク奏者楽師。様々な曜器奏者が参集した。その際出席したの

はサヴォイ去の宮廷トランベット奏者フリミネとポルティエ，ハ プ奏者フラン

ソワ曜師ル・ルジェ，ジャン，ゴルティエ，ベトローニャその他である。また閉

じ時期にドイツではマイヤーという名の楽師の王がいた.J （「ジュネ ヴのメネ

ストリエ，ジャン・フェリエとエティエンヌ・フェリヱの年代記 Annal"出 ］ehan

el Eshenne Ferrieに M血ゐtriersde la citi de GeneveJ )(M. Srhletterer, Sindien 

zur G釘clnchleder franzo'sisch帥 Musik II, Berlin 1884, p. 80），また。「マイヤは

既に楽師王国内残りの領地に関してもレーエンを受けていた故に. 1429年チュー

リヒ市参事全より弾師王に選出された。…プレムガルテン町教区教会的例祭日に

は。謙虚なフィドル弾きと記されたマイヤーを追悼している.J (Ph. Weissen 

barh, G田clzich/eV"n Bremgarlen, Srhn/berichte(1850 51), 42）などと言及があるよ

うに伎は当時かなり名前の知札，勢力のあった楽師王であったようである．

剛ウルマン マイヤーに与えられた「1430年 3月四日付レーヘン付与状 Lechen-

BneffJは以下である。「［都市チユ リヒは，その裁判権と領域内のいわゆる楽師

の王国をプレムガルテンのウルマン・マイヤーに付与する。］我ら都市チューリヒ

の市長と市参事告はこのことを万人に知らし由。この条令を丑けのものとする．

我らは古きよき慣習のうちに，特に今町！我らのキープルク伯領に閲して以下の

ことを取り決める図／すなわち我らのすべての支配権，グラーフ監督権，裁判権，

領地，強制梢，間令権内に寵師の玉国を授け，現在の楽師王を承認することとす

る。我らの祖先において誠実に守られていたことは 我々に砕いても今日我らの

聞かれた決議のうちに，この認可状を与えることでなされる。これを付与された

恵み深さ領主プレムガルテンのウルマン・マイヤ 隠者のための礼拝堂開l院長

プルカルツ フォン・ヴィッセンプルク，そして放浪者が我らのすべての支配権。

グラーフ監督権，裁判権。領域強制権，罰令権下にある上述の楽師の王国を授け

ら札んことを我らに嘆願し酷願するのである。我らは彼らの強い盟願を顧嘩 L

宣誓団体の他の放浪町人々から楽師王が致して選ばれ，我らのすべての支配権，

グラ フ監督権，裁判権t 領域強制権，間令権下にある上述の架師の王国を授け

られんことを特に重視するものである。時らが法をもって授け認めたこの認可状

の権威と効力をもって，（この王国は）授けられるのである。この王国における柴

師と放浪者の王に対して，法として，以下のことを承認する。出師王とそのマル

シャル（主馬頭宮内官）は王国をこ札まで以上に今後草紙と名誉のすべてを

もって，古くより継承さ札たるあらゆる自由と法とよき慣習を，あらゆる困窮に

よって欠かせたり妨げら札たりする事無〈，維持し保たねばならない。さらに，

¥Ii師王ウルマン マイヤー自らは あらゆる場合に我らの敬霊する市長フェリク

ス・マ ネスを敬い，忠誠心と市への書約をもって，我らの市長と市参事会に服

従し 忠誠を期待するちのであり，さらに楽師の王国を団結させておかねばなら

ない。また我らは彼｛楽師王）を用いてこの事帥の王国に求めることは，出師王は
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我らに服従L，あらゆる時に必要とするすべての事柄を為すことである。／ここ

に我らは，すべての君主，伯爵，領主，自由人，騎士，家僕，代官，保護職，市

長，村長．郡長，市参事会に時願する。あなたがたがここに帯げた曜師主ウルマン

マイヤーと伎の宮内職をよしなに迎え入れ，すべての館で保護のもとに置き，

あなたがたの権勢に応じて彼らの困窮を助けんことを切にこの認可状を示して盟

願する。両事かが生じた際は，すべてに関して同様に我らがその責を宜う。／以

上のすべての事々を告知するために，我らは放浪者円主ウルマン・マイヤー自身

にこの認可状を我らの都市町印と共に与える。我らと我らの都市共同体と子孫に

良いなきように．主の生誕から 1430年後，四旬節後の水曜日に。」（Mosec,Dfo 

M ,,,;kergenossm<ehaften, 115 7.) 

刊 「ウルマン・マイヤーの団体は，一番大事なチューリヒ市町援助によって。パーゼ

ル公会議において藷宮町聖母の守護のもとの兄茄団として認められたJ(Johannee 

von Mullee, Gescldchte der Sc/uvemnschen fidgenossenschaft(Leip,ig, 1806), 3: 

162.) 

同 Moser,Dfo M usikerge削 ssenschaflen,70. 

間 さらにこの聖ニコライの車問兄ill団の特徴としては．例えば。祭礼や公式の集ま

リに芸をi寅じて金を穣ぐ者すべてを含む兄弟団加入者を二組に分け，第一組に

ヴィーン市内。第二組にヴィーン市外での営業｛演奏）独占権を与えた。その見返

りとして，団員には入金金10グルデン，年額 lンリングを課L，納入者に演奏許

可証を付与するというシステムをとった。定数は市内演奏の団員の36人で，年朝

聖ンュテファン教会前で街奏の注文を受けた。団員の廠種は，ラ yパ吹きと笛吹

き中心で， 16世紀以降弦楽器害者が加入した。一般の同業組合に見られるように

相互扶助機能（寵病聾老保険，一種の生命保険，遺族年金など｝を有 L，その意味

では楽師組合と言い切ってもよいかもしれない。史料として後に現わ札るのは，

この「ニコライソェッへ兄弟団Jによる 2つ内閣萄闘購入の記品と全館設立であ

る。その後1652年に組合規約が政府によって制定され， 1777年の皐帝ヨーゼ72

世による廃止令により消滅した（Moser,Dze Musikergenos.<enschaften, 54ff.）。

問下組講師伯職としては オーストリア アルプス地方のンュタイア一マルク。ケ

ルンテン，クラインの同職の例がある。これは串師伯であるラ yパ奏者ヴォルフ

ガング・ヴェッターが， 3グルデンで同臓を売却したことに闘して，1478年 5月

25日付けてー皇帝フリードリッヒ 3世とライパッハ市参事会と岡市町裁判官の問に

究わさ札た書簡記鈷である（Moser,Die M usikergeno.ぉetscha月en,83）。

同 rain jeder varender man nyndert antwurten sol dan vor seinem spiト

gravenJ (H.M. Schuster, ed., Das Wmzer Stadt四chts-tmd W eichbildbuch (Wien 

1873), 134, Art. 26.) 

同 1322年内婚礼条令では。婚礼に際して，経済的にも卓越した門閥層もしくは上層

市民層は全部で8人的楽師を雇うことが許されていた．また中産市民層は半分の

4人，下層市民層はたった 2人しか認められてはいなかった。

さらに1347年以前に制定さ札たと思われる婚礼条令でも「よそ者である楽師
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Spilman, dee am ausmann istJは，都市町婚礼で何ら報酬を受け得ない旨が定め

られていた。これらのことからすでに都市領域内に住む車師は，その就業の面で

特権的地位を持ち拍めたことがうかがえる．また，逆に都市当局による管理体協l

が拍まった証左でもある（F.Auec, ed., Das Stadtrecht von M .<nchen nach bisher 

nnged開 ck/enHandschri/ten (Miinchen 1840), 282ff.; W.Salmen, Der fahrende 

M則的<rimeurapa1schen Mdtela//a(Kassel 1960），問。

同 「1464年7月25日付，パイエルン大公ルートヴイヒによるミュンヘンの寵師伯職

任命状jの試訳は以下である。「我ルートヴィヒはこの書状をもって以下のことを

丑に知らしめる。すなわち我がラ yパ奏者であり忠実なるアンドレアスとヤコプ

を，古くより由米し継ゑされてきた，我が領土すをわち全低地バイエルンと高地

パイエルンにI調わ I）管轄すると本認された楽師伯に，この書状をもって封授する。

そのため我は我が全代官，行政官，レー〆ト？イスター，ラント書記官。裁判官，ア

ムトマン。その他の我が臣下忠臣にこの書状が融絡にかっ堅実に実行されんこと

を命じる。／故らは上述内ンユビールグラーフ職を，古くより継承されたこと同

様に務的。故ら自身の疾荊および間違いなしに，他の者の為すことを永認する。

そればかりでな〈牲が助けによって訴訟を処理する．さらに｛レーエンを｝管理

し保識し，守らねばならない．その際汝らは特に我が意志と我が戯命をそれぞれ

為すこととする。ランツフートにて．聖マリア・マグダレーナの聖水限日，主キ

リストの生誕より 1464年能。」（MiinchenerReichs"Ychiv, Neuburger Copialbuch 

No. 34, fol 506; Moser, Die Musikergenoss四 schaβen, 84ff.) 

問 17世紀に任命された楽師伯の何人かの名前が知られている。またそれぞれに閲 L

ての記持も何編か存在している。例えl:f'1626年までは宮廷トランベット奏者町

長であったカスパル・レーデラ が帯師柏であり，「1626年 4月21日付バイエル

ン選帝侯マクンミリアンのプルクハウゼンよりの苦情Jによるとこの年，新たな

車師伯の任命と若干の法令の改革が行なわれている。その後163851年には1619

年以来宮廷軍楽トランベット奏者であったポンデイオンが務的た．その後任と思

われる楽師伯ヨハン・レーデラーには「1651年7月 1日付の指令書付認証状」が

残されている（また，ここではレーデラ 京による同臓の世聾の可能性も指摘で

きる）。さらに1685-1734年はグライジンガーが長期にわたって同臓を務めたが，

1724-1734年には代理としてコルンが務めている。その後1734-1747年にはウンゲ

ルネーダーが同職にあった。伎については，ゲルパーの『歴史的 伝記的音楽家

辞典J（第 1巷） 11790）において言及されている．最後の楽師伯は17471775年に

務めたグロスであり， 1757年の伎による「丑告Jが残されている。

同 Moser,Die Musikergenossenschaften, 84ff. 

間モーザーによると楽師伯の配下には，いわば家臣職と呼べる職が存在した。パイ

エルン，レーゲンスプルクでは地域的な来師伯としてフィアテルマイスターがそ

内職であり，スイスではそれはプファイファーマーシャル（楽師宮内戦）と呼ば

れた。 14723年エドワ ド4世の「ロンドン市町楽師団体の認可状Jによるとイ

ングランドでは， 2人のワーデン wardensが楽師王（marshal)下に任命されてい
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た（Moser,D;e M us;kergeno5'ensclwflen, 84ff.）。

~O) Srhwab，“Guilds，＇’ 809ff. 

刷 1320年の婚礼粂令で帝国自由都市レ ゲンスブルク町市参事会は，当時既に「ゲ

ルマン第ーの都市jとして自費 L，市民に最大24人の婚礼の楽師による賢沢を認

めている。「当地の婚礼の際に少なくとも24名の楽師の使用を許可するものなり」

(J. Widemann, ed., Regembnrger U泊nndenbnch:Urktmden de> Stadt Ms ＂聞

]a/ire 1350くニMon,menta Boica Bd. 53ニNF.Bd. 7>, Munchen 1912; rep. 

Purhheim 1964, p. 724）。しかし。この散は1361年に制定された婚礼粂令によると

12人に制限される。「婚礼に12人以上町楽師を雇うことはできない．これには lリ

ブラ［の罰金］を伴ヲ J(Widemann, Regensbnrger Urktmdenhnch. II: 213）。この

ような条令の監T干のためには，楽師伯の設置は必要であった。

償問 “Swer spilgraf ist. der schol wann xy prmntyren ze vertigen swer die 

Hochzeit hat oder er mu8' ein iar uz der stat sm ob er mer verttgen 

hiezzet"(M. von Freyberg, Sammtnng ldstod.<cher Schdften tmd U巾 mden.

Stuttgart/Tubingen 1836, V: 19). 

岡 「楽人の学校（ミムスの学校） scholae mimorum/vedelerscoleJとは，シュヴアツ

プによると，毎年四旬節にある時期に「曜師例大祭・集会」に参集した楽師兄弟

団や流協のまた都市や宮廷に定住する楽師が，大規模な会合を聞いたことを指す白

そ札は。熟達した親方たちにより楽器演奏やレパートリーにl則する新しい技を習

得し！そ札ぞれの「楽師全議Jでは楽器を売買したり交換したりする目的で行な

わ札た。開催する都市町仰では 多くの人々が都市に滞在する大市町期間中，来

訪者への特別企アトラクνョンとして 1 いわば人集めのために諜師の学校｛地師

集合）を維持していた．また他の都市町市長と市参事会員は，時により都市居住

円台また都市に仕える楽師をそのような学校に送りこむことに非常な関心を持っ

ていたようである．その際単に，例えば，余所町都市から楽師が，そこでifil行って

いる舞踏や歌や流行をもたらすといった音楽上町！）；図からだけではなかった

(Schwab, Dfo Anfiinge d回 we//liclzenBertt）告mnsikertnms,48f.).様々な問題をはら

み．また職業としての楽師を考えるうえで，このテ マは極的て重要な示唆を与

えてく h.ることをfサ言しておく。

刷 Schwab,Die Anfiinge des weltlichen Benrfi捌 us;kerlnms,46f. 

脚 Ibid.,23f. 

開“Item,a ma>Stre Symon, maistre des menestreus de le vtele, q田 tints’escole a 
Ypre en le fotre d’Ypre, en courto"'e, par rommant d’esrhevms !Olb." 

(Ibid.) 

~！“Che sent Ii paiement fait a cheaus ki prendent saiaire de Ia vile ”(Ibid.) 

間 Ibid.,50f.，一次史料は， Duisburg,Stadtarchiv, Fahnabzug der von H. Averdunk 

zum Druck vorbereitete Stadtrechnungen (1349 1408）による。

醐 1356年から1394年までのヴィルヘルム親方に関する金百1記持は以下である。

1356/ 57: "l flor. ponderosum Wilheimo histrioni pro subrndio scoiarum in 
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Tra"cto” 

1359/60：“1 cl. Wilhelmo citanste ad subS>dmm scole” 

1360/61：“1 cl. Wilhelmo histrioni et eius so口isde nupciis Wolteri Stechen”， 

“16 gr de T Wdkmo ad subS>dlllm scolarum” 
1364/65：“1 cl. ad subsidium scolarum Wilhelmi c.tariste” 

1368/69：“I cl. magistro Wilhelmo citanste ad subsidium scolarnm” 

1374/75：“Wilhelmo zithariste ad subsidium scolarum 1 mar.” 

1375/76：“W>lhelmo cithariste pro subsidio ad scolas 3 Ggr.” 

1376/77，“meyster Wilham den vedeler ther scole 1 gul.” 

1380/81：・“mesterWilham Vedeler 1 gul.” 

1383/84：“Wilham V edeler 1 gul.” 

1384/85：“mester Wilham Vedeler to vollast ther scolen 1 gul.” 
1391/92：“mester Wilham Vedeler 1 mac.” 

1392/93：“mester Wilham Vedeler 1 mar.” 

1393/94：“meister Wilham Vedeler 1 mar.”“mester Wilham Vedeler 14 dn.” 

酬上記の全計記晶巾，以下町年度を参照。 1356/57;1359/60; 1360/61; 1364/65; 1368/ 

69; 1374/75; 1375/76; 1376/77; 1384/85 。11 注側， 1360/61年度参照．

同 「メーヴェの（〈カモメ〉と呼ばれる）楽師への淀」もしくは「ケーニヒスベルクの

都市音曜ま職内最古のロ ルJの成立年代に関して研究史のうえでは多少の議論

がある。つまり WaltherFranzは「1350年頃」存在したのではないかと主張。ま

た ChristianKrollmannはt 「1390年代に新たに改訂されたjとL，この改訂は明

らかに行なわれたものであり むしろ幾度も行なわれた可能性も示唆している。

W. Franz, Das Konigsberger Kunstgewerbe zur Ordenszeit. A/lprmBische 

Forscimngen 17 (1940), 41; Ch. Krollmann, Die alt,,te Rolle der Konigsberger 

Stadtmusikanten. M i/leilnnge" des Vereins fi<r die C目cizichlevan Ost nnd 

W estprenBen 3 (1928/29), 531.，また規約史料の紹介は以下町論文によってなされ

ている。 S Meyer, Die Gesetze der Spielleute [zu Mewe?]. Ein Beitrag zur 

Kulturgeschichte PreuBens im 15. j ahrhundert. A ／，紗renB~che M onalsschrifl 

44 (1907), 112ff. 

醐 この楽師兄弟団の組識や特徴に付いて多少述べておきたい。兄弟囲内部組織に関

しては，まず「長老 alterluteJが兄弟団を司る。長老の義務には，集会（begen-

cnisse）を開催L，分担金と罰金を徴収L，日常成員に絶えず現律と秩序に摺意さ

せ，「若者指jungistenbrudecJを決めることであった。若者衆は，集会や組合の宴

会への召集を行ない， f成員がピ ルを飲む際，目上町者たちのなかで」（21条）

ビールを注ぎ回ることに尽力せねばならなかった。「合計 kemecersJ臓はまずク

リスマスの際に客として都市を訪れた楽師を監視し，彼らの夫人方も監督するこ

とに偲立する義務を負った。組合への加入に関しては，組合（ツンフト｝への加入

とそのために必要な由理的な条件に関しては詳細に定められている。例えば再ぴ
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「ここから去ろうとする」（16粂｝者に対しての決定である。また女性も成員にな

ることができ例年の集会にも参加が許可された。兄弟囲内財政に関しては，共同

金庫（buch配）の運用に注意を払い，「この兄描団に属するすべての者は，その妻

色合的て一人あたり。毎年四分の一年ごとに2ソリドゥスを，事なきものはひと

りにつき 1ソリドゥスをJ( 5粂）支払うべきことを要求した。倫理規範に関して

は。多くの条項でより詳しく，定められた借理規範に対する違反 「言葉や行為に

よって他人を怒らせた」（ 6粂｝いざこざ，指定された集会や成員の埋葬の前日催

されるこの「兄弟団のミサvigilienJ(12条）への欠席に対しての，蝿やピ ルや金

銭による罰則の最高値が規定されていた。しかし，罰則の強要は禁止されていた。

つま＇）「長老と仲間的巾し立てが一致したときにのみ，法は適用され 1ンリング

が捕われるべきであるJ( 6条｝としている。また集会に出席を認められた女性の

冗舌な振る舞いも告発！間lせられる対象であった．さらに，職業に不利となるお

べっかや，不当な出しゃばり，仲間の引き抜き行為を最小限に抑えるため，その

ような行為を弾劫 L罰則を設けた（ 8 . 9粂い（Schwab,D;e Anfiinge des 

n dlhchen Benザsmus1.んerlums,43f.) 

W-0 Ibid. 

岡 Ibid., 56！.，「4人以上の梨師を屈ってはいけない． 人当たり 4ソリドゥス以下を

それぞれに報酬として与えるべきである。楽師が集まった際には，彼らに主事を

振る舞ってもよいが，何色与えないのはいけないJ(J.M. Lappenberg, ed., Die 

allesten Stadt－，公hiぱf-tmd Landrec/1te Hamb11rgs(Hamburg 1845), 161）。『赤い都

市法草』にl到しては以下を参照： K Koppmann, ed., Kibnmeretrec/11111nge11 de> 

Stadt Hamb11rg uom 1350-1562(Bd. 1-9. Hamburg 1869/1940) lL 162; 228; H. 

Reineke, Dfo Bi/de油田•1dsd11ift des hamb11rg俗chenStadtrec/1/s vo11 1497(Hamburg 

1971). 7f. 

白日 “Hmnco Cockenbeckere pro ezpenSts suts, quando mquisiv1m1mos et 

fistula tores.”（Koppmann, II: 16) 

間 J.Sittard, G田chichtedes M出 i！ト 1111dCo11certw回ens問 Hamburgwm  14. 

fahrl11mde1t bis酎・1/die G也•ge111wrl(Altona 1890), 4ff 

醐＂ lOBmagistro Hinrico Kokembecl四rerad acceptandum novum fistulatorem ad 

servicum civitatis ..”（Koppmann, II: 228) 

醐 Sittard,Geschichte des M usik-und Cancertwesens, 15. 

（剛） G. Oelrichs, Vollstiind1ge Sammlung alter und 11e11er Gesez Btlcltet der 

Kaiser/iclten und des lmligen Romisclten Rei抽出 FrefonStadt Breme11 (Bremen 

1771), 50. 

(IOI) R. Doebner, ed. trans., Urk1111denb11ch der Stadt Hildesheim, Tl 4 1890, 319: 

Nr. 371. Statutensammlung. 1440 Mai 15. 

（附以下町 2論稿が十分な示唆を与えて〈れる。 Schulz,Knut. 1985. Die Handwer 

kersgesellen. Untenvegsdn im Sptitmiltelaller(ed. by P. Moraw): 71-92; Schulz, 

Knut. 1985. Hand•初erk唱·esellen 1111d Lolmarbdter: Unte市 11ch抑留四 Ztlr 
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obmheiufacheu und oberdeufaclieu Stadlg.ιchichle de< 14. bfa 17. Jahrlwude地

Sigmadngen. 

(I叩婚礼条令に関しての史科は以下に所収。 Urkuudenbuchder Stadt Lt<be吋 T.! 11, 

nebst丸Noctu. Sachregister （ ~Codex diplomaticus Lubecensis. Abt. !, LUbeck 

1843/1932), 11: 924 (Anfang 14. )h); X: 290ff. (1454); IX: 316ff. (1467）。またシュ

ヴアップによって収措された「楽師拍文書」｛依然として東ドイツに保管さ札てい

るこの文書史料を，キール大学の音楽学研究所地域文書部門はドイツ学術援興会

の援助による研究計画 SFB17の一環として入手L，マイクロフィルムにより保

管している）は以下である. Lubeck, Stadtarchiv, Mu討canten1, Vol. C, 

Fasz. 1 (olim.3）“Eid, Bestallung, lnstruction, Dienst”(1661-1791); Lubeck, 

Stadtarchiv, Musicanten 1, Vol. C“SpielgrafeぺFasz.14“B目.verbungen”(1771).

さらにこれには1679年fすの「楽師抽職志願状Jも含まれる（Schwab,Die Anj加・ge

d白 山ltlicheuBerufsmusikertums, 53ff.). 

(I帥 JHennings, M usikg，田chichteL•<becks (Kassel 1951), I: 17ff. 

(I侃IUrkund，叫 buchder Stadt L抽eek.IX: 216; Schwab, Die Anfib•ge de< weltlicheu 

Ben.拍m悶•kerlums, 53ff. 

(I附 Ibid.

l!Oil“Vortmer, des ersten sffte des anderen daghes scholen dar nyne spillude 

komen, sunder de dar smt geladen, vnde der moet wol neghene wesen edder 

myn, men nicht mer, der schal men ok nynen vorsenden.”I Urkundeubuch der 

Stadt Ubeck, IX: 216) 

(I田）「婚礼条令J(1612年丑干11)車問に閲しての宣醤，任命．教示，職務条項の試訳は以

下である。「(I）楽師伯は当法の監督者にして勤勉なる記持者であるべきである。

いかに婚礼や婚約者が多かろうと，彼はこの法を丹念に読み上げ，留意せねばな

らない。また，この地位，職を希望するものは，以下のことを行なう旨了解さ札た

い。すなわち， Yユピルグラ フは宣誓と義務に基づき市参事告の用となるべ

く ヴェ y テ職閣下（組合監督役参事全員）に，今後起こる婚礼やかつて行なわれ

た婚礼を忠実に申し述べねばならない。その際晶国附与，贈賄を犯した場合，両

人も同職の解庖や宣誓偽証罪を免れ容故されることはありえない。当職は。定め

られた由時に関して，何物も得るべきではないばかりか，あるものに対してと向

精他のものに対しても 楽師について。その職務は何か，またこの法を犯しては

いないかという彼らの行動を監督するという職務を喜んで逆行せねばならない。

／仰向職は．婚礼に関して，花婿が希望した際には，あらかじめ事前の報告を畳

けていても，花婿によって丑けに婚約が行なわれたかどうかを記持L，日時と場

所を書き込み，毎週ヴェッテ職問下にその旨を文面で報告せねばならない。また

同職は。婚礼を職責に適L，この法に従っていたかを記録することに留意せねば

ならない．さらに，彼の思い追いである以外は，その旨をヴェッテ職閣下に報告

せねばならない。また同職は，花婿にこの尊雌ある＇＂参事会による法を読み。そ

れに応じて振る舞うこと 1 罰を避けたい際には，その旨を申諭することを警告せ
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ねばならない eJ (Lubeck, Stadtarchiv, Musicanten I, Vol. C, Fasz. 1 [ alte 

Bezdferung 3］，“Eid, B"tallung, Instruction, Dienstヘ16611791.) 

（！”）拙稿「ハンブルクの車師組合J参冊。

IIIO) 1679年に商人 9ヴィシュマン B W.schmannが提出した志願状は以下である。

「故ヨハン デ スト氏の死によって楽師伯職は最近空位になっております．空

位のその地位には最も才能あるものにして忠実かつ勤勉な人物を再び必要とせ

ねばなりません。故人を損失するという園町内外に至るまで幾重にも不幸な事態

に際して，その官職不在に困窮している市民に恩恵を与えるその職を どの余人

に与えられましょうか。しかし私は，この都市町悲しみを記すと同ヒ〈，何年に

もわたり海陸間わず，大きな損害を被りました。それ故私は私の俗世の財産すべ

てを捧げ，母親のない多くの子供たちとともに，苦しみに苛まれる時のないよう

に日々世間並みの暮らしができる以外的，余りは何ら要らぬ所存です．またこの

3 ，，聞に， 2つの悲しいことが起り。私の財産をすべて持っていってしまったの

です．そのため，私は私の哀れな子とはるかに厳しく，苦しく生活することしか

できません。もし気高き当局が， 23年間いつでも義務として喜んで都市町租税を

支払っていた， f在ち従順な市民である私に，上述の貫窮し会資産を央った私の状

態に世いの手を与えて下さらんことを ・ J (Lubeck, Stadtacchiv, Musicanten I, 

Vpl.C“Spielgriife.”） 

(III）「楽附伯条令J就業応募条項 (1771年）の試訳は次である。「寵師伯が音楽家であ

るかぎり，また，宴会を省略するような中産階級の個人的な（より小規模な）婚礼

が行なわれる聞は．車師伯が出席するならば，彼の臨席により昔曜が催促され，

宜f去にダンスが蹄られることは椀わない。しかしもし楽師伯とは全く z,1の者だと

判明されたなら直ちに，開の儲けにもならないこの思底のない状況を回避せねは

ならない．」（Lubeck,Stadtarchiv, Musicanten I, Vol. C，“Spielgrafe”， Fa5'. 14 

“Be、verbungen”(1771).)
（！日）シュタァトプファイファーも様々な呼称で呼ばれていた。特に「シュタットムジ

カント StadtmusikantJ に類する表現ち多い。語集に閲しては， Praetrius,

Ernst 1905/ 6.”Mitteilungen aus norddeutschen Archiven iiber Kantoren, 

Orgamsten, Orgelbauer und Stadtmusiker alterer Zeit bis ungefahre 1800.” 

Samme/Mnde der Inlernatfonalen M usikg，目ellsdwft7, 204-252参照。ンユタットプ

ファイファ の成立と消滅，さらには実態やその団体に関して，さらにンュタ y

トプファイファ を任命していた『！？参事告を中心とした都市町音i誕生活に関して

は以下の文献を参照。 Geering,A. 1972.“Von den Berner Stadtpfeifern.” 

3凶weherBeitrage zur M ＂＂たwis.<ensch＜βl, 105ff.; Gceifenhagen, 0. 1903 

“Revalee Stadtmustkanten in alter Zeit.” Bau;sche M onatssc/，阿川 55, 97ff.; 

Hempel, G. 1958.“Das Ende der Leipziger Ratsmustk im 19 jahrhundert.” 
Archiv ft<r Musikwissenschaβ15, 187 197; Herbst, K 1936/37.“Zur Geechichte 

unserer Stadtpfeifereien.”Die Musik 26, 841-43, Kade, 0. 1889. "Die Leipzigec 

Stadtpfeifer.”MfM 21, 194f.; Koppmann, K. 1897 I 98. “Die Rostocker 
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Stadtmusikanten.”Beitriige zur Gesctuchte der Stadt R田tock2, H. 2: 79ff.; H. 3: 

13ff.; Kruger, L. 1933. me Hamburgische M usikorg削 izattonim 17. fahrl11mde 

rt. (StraBburg; rep. 1981); Miltitz, C. B. v. 1837. "Uber das Institut der 

Stadtmusiker.”A//gememe musikalische Zeitung 39, 825 27; Nef, K. 1909.“Die 

Stadtpfeiferei und die Instrumentalmusiker in Basel (1385-1814）.” S!MG 10, 

395ff.; Niemeyer, W. 1929/ 1931. “Die Zwickauer Stadtpfeifer 1m 16 

Jahrhundert.”Mitteiluugen des Altertumsvereius filr Zwickau uud Umgebung 

14 (1929). 41ff.; 15 (1931): 34ff.; Rau, W. 1931/ 32.“Ge,chichte der Chemnitzer 

Stadtpfeifer.”M ilteilungen d俗 Vmin.<filr Chemnitzer C田chichte28, 23ff.; 

Salmen, W. ed., 1971. Der Sozialstatus d•四 Ben（抽mt.βikers vom 17. ht'.< 19. 

fahlnmdert. Kag,eJ; Schering, A. 1921.“Die Leipziger Ratsmusik von 1650-
1775. "Arc!tiv fi'r Musikwissenscltaft 3, 17 53; Schwab, H. W. 1972. Das 

Einnahmebnch des Sch/eswiger Stadtmt附 ＇kanten Friedrtclt Ado/pit Betward. 

Kassel; Schwab, W. H. 1978. "Krise und Auslosung des Stadtmusikanten-

turns." Beitrage zur Mt.山崎町c/1ic/1teNordenrop"S(ed. U. Haensel, WolfenbUttel), 

2711.; Schwab, W. H. 1979. Artikel "Stadtpfeifer". Die Musik in Gesclticltte und 

Gegenwart [ MGG] 16, Sp. 173lff.; Schwab, W. H. 1982. Die Anfiinge des 

weltliclten Bert（βmusikertnntS ttt der mitte/alterliclten Stadt. Kassel; Streckel'On, 

0. 1924. Die Stader Ra印刷・sikanten.Stade; Ster!, R. W. 1966.“Stadtmusikanten 
und Spielleute in der Reichsstadt Regensburg. ”Der Zwiebelltmn 21, 160ff., 

Ster!, R. W. 1968. “Materialien zum Spielmann und Stadtpfeifer im 

spatmittelalterlichen Regensburg. ”Die Oberpfalz 56, pp. 73ff.; Willman, P. 1925 

“Stadtpfeifereien und Musikunterricht (Erlebnisse aus mein Lebenzeit）.” 

Zei~cltrift fii"r M nsik 92; Wolschke, M 1981. Von der Stadt，β昨iferei zu 

Leltrlingskapelte tmd Stttfonieorcltesteκ Wand/1mgen im 19. jaltrlttmdert. 

Regensburg；，架原かおり（1989）「17'18世紀ドイツにおける都市楽師の音楽活動

とその社会的地位J，『晋車学35(11J.

llll）拙稿「ハンブルク円単師組合J'109頁以下参照。

(114）拙稿「ハンブルクの車師組合J'109頁以下および128頁以下町注闘参照。

(115)注(Ill)参照。

(116）シュタットプファイファーの団体とともに舗助的な役割をする いわば候補者の

楽師の害集した団体には，ハンブルクの「Rallbruderschaft」やライブツイヒの

「KunstgeigereiJなどがあった．前者は14世紀以来の楽師兄弟団（組合）の性格を

色i葺く残したものである（拙稿参照）。シュタットプファイファーの団体（組合）

とその下部組織とも言える梨師組合の例を次に示す 1598年のリューベァク丹

「Chor-undKosten BriiderschaftJ （ー1815),16"年のドレスデン周辺町「Reichs-

trompeter ZunftJの下部組織の「KameradschaftenJ roberkameradschaftJ : 

1627年パイエル ン の 「 TrompeterkameradschaftJ, 1653年ザクセンの

「InstrumentalMusicalisches Collegium (Instrumental kollegium des ober-und 
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niedecsachsischen Kmses)J ; 1677年プラハの「曜師ツJ フト Musikanten'"nft」。

また ヴュルテンベルクのふたつの楽師兄弟団，すなわち1458年内ヴュルテンベ

ルク伯ウルリッヒ認可による「型母マリアの楽師兄弟団Jの規約と同じくヴュル

テンベルク大企領のシュタ y トプファイファ 団体である1721年の「ツインク奏

者組合」の規約それぞれは， 16世紀の転換点の諸相を様々な酵で示してくれる。

(111) ピータ ・パーク，中村賢二郎 谷事訳『ヨーロ yパ町民来文化』 (1988），特に

273頁以下参照。
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“PFEIFERKONIG”（KING OF MUSICIANS) 

AND“SPIELGRAF”（COUNT OF MUSICIANS) 

A Model of Superintendent System of “Spielmann”（profession-

al musicians) in Late Medieval and Early Modern Germanyー

Part II 

{Summary} 

Shinya Agario 

The superintendent system of wandering musicians in the 14th and 

15th Century converges into the followmg four types: (a）万回iferkonzg

as a title given to court musicians, (b) Pfei)告rkonigas musicians' 

feudal tenure (Lehen), (c）砂ielgrafas court musicians and Lehen, and 

(d) city’s Spielgraf. which accounting the social status can be 

subdivided into Zunftmeister(master of craft guild-musician count) 

and citizen count. 

Types (b) and (c) are wide area superintendent systems, covering 

whole or par匝 ofthe feudal lord’s governing region. Type (d) IS a 

system that covers individual cities Type (b) is a system by which 

musicians are collected to form Spielmannsb叩 derschaft(musician’s 

fraternity), and Pfeiferkonig actmg as its govermng leader The 

structure of types (c) and (d), the count system, 1s ruhng of 

wandering musicians by a count chosen from aristocrats, citizens or 

musicians, as Vogt (steward) having superior power. 

The ruling structure by Pfe鈴rkdnigis that by which the 

乃量的rkOmgthemselves, as holder of musicians' Lehen, rule both the 

human aspects and material aspects (activities) of musicians On the 

other hand, the ruling structure by Spielgraf is that by which 

Spielgraf, as superintendents of law, rule musicians' activities by 

regulations 

A change m the above ruling structure of musicians 1s seen from 
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around 1500. This change can be simply described as a change from 

rules by Vogt/ Spielgraf / Brude問 chnβleader to the rule by 

Stadtpfeifer(town piper). Tii円ner(tower warder), W achier (watchman); 

leaders, Altmann (elders) and members of B四 derschnβ，areemployed 

as S加dtpfeijをrwhich 1s an official posit10n of the city. In such a way 

a new hierarchy with S的dtPJ告的ァ atthe peak is formed w1thm the 

cities. 

Through this, the status of counts starts to show a change from a 

non musician status to a musician status -rule of mus1c1ans by 

musicians. At the same time, the form of musicians’guilds starts to 

show a change from R均約泊b'nif?led B叩 dersch°＇βtoS担dtpfeiferled 

corporation or to a subordinate mamtaming the name and 

organization structure of the original Bruderschafl. 


